
令和５年度 施政方針

「夢を実現できるまち誇れるまち松江」の創造に向けて動き出す『飛躍の年』

新型コロナウイルス感染症、物価高騰への対応

● PCR等検査の実施 ● 感染症患者の入院・外来医療費の公費負担 ● 医療提供体制の確保

●「物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策」など国による抜本的対策の継続

⇒ 地域の実情を的確に捉え、感染症の拡大防止 市民生活・地域経済の維持 の両立 を図る

「夢を実現できるまち誇れるまち松江」の創造に向けて重点的に取り組む３つの施策

中心市街地の賑わい再生と

市街化調整区域における土地利用制度の再構築

「将来のまちのかたち」 新たな時代に応じたまちづくり

「線引き制度」に依らない
土地利用制度の運用へ

令和8年度の移行を目標

❸エネルギー政策と
「SDGs」の達成に向けた取組

❶人口減少対策と地方創生の推進による
産業経済の活性化

MATSUE起業エコシステム
コンソーシアム設立

（R5.1）
スタートアップの資金調
達など伴走支援の仕組み
を構築

❷新庁舎オープンと
市役所のデジタル化の促進

▲新庁舎第一期工事部分オープン（R5.5）
新庁舎窓口エリアで「書かなくて済む窓口」
がスタート

「松江式ワーケーション」
を通じて、唯一無二の本
市の魅力を都市部企業へ
PR

【エネルギー政策】
再生可能エネルギーの導入
「脱炭素モデル」の構築
（太陽光発電・蓄電池シス
テム／松江総合運動公園）

【SDGsの達成】
「水の都・松江」の
豊かさを実感できる
プロジェクトを展開

「コンパクト・プラス・ネットワーク」の構築による

「市域内のバランスの取れた発展」

「将来のまちのかたち」

「将来のまちのかたち」を実現するための鍵
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令和５年度 施政方針

松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」の創造に向けて

・空き家・空き店舗の活用を進めることで
「職人商店街」による賑わい創出

・こども向け職業体験イベントの開催

・カラコロ工房のリニューアルに着手

・「松江松平そば」の披露＆参加店舗で提供

こんなに面白い
商店街って

松江にしかない

しごとづくり

地域経済を「アフターコロナの成長フェーズ」へ転換し、新たな価値を創出

変化に強い企業づくり

中心市街地の活性化と職人商店街構想

農林水産業の振興

・特産品のブランディングの推進

・ドローン・AIを活用したスマート農業の推進

・圃場整備の推進による農業経営の安定化・競争力強化

・森林環境譲与税を活用した担い手の確保・育成

・漁礁設置・藻場造成による藻場保全・漁業資源回復

Authentic Japan MATSUE ホンモノの日本があるまち松江

世界中から
松江に

人が集まる
松江水郷祭

海外との産業連携の促進

「職人商店街」の八雲塗 海藻成長段階の漁礁 松江水郷祭（R4.8）台北市「春節前建国花市」（R5.1） 2

・「生産性向上・新市場開拓」「新ビジネス
創出」など支援メニューの充実化

・「松江城ライブ」の開催

・「ヘルスツーリズム」の推進

・台湾・フランス・米国への観光PR

・台湾 台北市・インド ケララ州・米国
シリコンバレーへの積極的なアプローチ

・持続可能な開催モデルの確立



・「子育て部」を「こども子育て部」に名称変更

・「こども家庭センター」を新設（4月）

・「出産・子育て応援事業」を継続

・産後ケア事業の対象年齢引上げ・
利用日数拡充

・11月19日を「子育ての日」と定め
親子で楽しめるイベント開催

令和５年度 施政方針

ひとづくり

こどもたちを大切に育て、誰もが個性と可能性を伸ばすことができる地域社会を形成

ここに生まれて
よかった

ここで育てて
よかった

「こども」の視点に立った「子育て」環境の充実

誰もがその個性と能力を発揮できる地域社会へ

ふるさと松江で 夢を実現し未来を切り拓く

地域の拠点施設整備

・ICTを用いた学習機会充実のための
校内ネットワーク・教員向け研修の拡充

・英語デジタル教材の活用による
多様な文化・価値に触れる機会の創出

・皆美が丘女子高生が外国語大学での授業を体験

・複合施設「ヨリアイーナ東出雲」オープン（6月）

・島根支所が島根公民館隣に移転オープン（5月）

・竹矢公民館の建て替えに着手（令和6年度オープン）

子育て相談 ICTを活用した授業 ALTによる英語学習 3

・島根労働局などと連携した障がい者雇用の理解促進

・「重度障がい者就労支援特別事業」の対象を
就労支援に拡充

松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」の創造に向けて
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つながりづくり

本市固有の歴史・伝統・文化・芸術・スポーツの魅力により、人と人とのつながりを創出

スポーツが
松江の存在感
を高めた

・市民の誇りである島根スサノオマジックのアリーナ
（B1リーグ新基準）にかかる検討
（施設要件：観客席数5,000席以上、スイートラウンジ設置ほか）

・「島根かみあり国スポ・全スポ」（令和12年）に
向けた準備と有望な選手の発掘・育成

・多目的広場「中海スポーツパーク」の造成に着手、
中海固有の豊かな自然環境・地域資源を生かした
エリアの形成

歴史・伝統・文化・芸術によるまちづくりの推進 スポーツを起点としたまちづくり

松江城 枕木山から見た中海島根スサノオマジック 4

・「全国椿サミット」開催（令和6年3月）
「椿」と松江の魅力を全国発信

・松江城・姫路城・彦根城・犬山城・松本城
の5城による「近世城郭の天守群」の
ユネスコ世界文化遺産登録に向けた取組推進

・小説「ヘルンとセツ」ドラマ化要望

・市立中央図書館リニューアルオープン（10月）

松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」の創造に向けて



・「9価ワクチン」の定期接種開始（4月）
・SNSを活用した周知

HPVワクチン接種「9価ワクチン」の定期接種化

令和５年度 施政方針

松江には
歩きたくなる
まちなみがある

どだいづくり

安心・安全を確保するための健康・医療の充実と都市基盤・社会資本の整備

・駅前広場や大手前駐車場に期待する
機能・役割にかかる意見聴取

・城下町の魅力向上・まち歩き促進
などの観点からまちなみ整備を推進

新型コロナウイルス感染症の拡大防止と医療提供体制の確保

・コロナワクチン接種体制の速やかな整備・
わかりやすい情報発信

・公園利用者のアンケート調査を踏まえた
公園のあり方整理

・老朽化遊具・使用禁止の早期解消
によるこどもたちが楽しく安全に
遊べる場の確保

誰もが集い楽しめる公園の整備

歩きたくなるまちなみ創出

・揖屋馬潟線・市道西尾大井線・
松江北道路整備

・大橋川改修

・島根町加賀地内道路改良

道路や河川などの都市基盤整備

・八束町・美保関町・境港市で
「AIデマンドバス」の運行開始（4月）

新たなモビリティサービスの実装

白潟公園「朝のマーケット」（R4.9） 末次公園の使用禁止遊具 市道西尾大井線（R4完了区間）4月に運行を開始するAIデマンドバス 5

松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」の創造に向けて



令和５年度 施政方針

松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」の創造に向けて

日本が誇る
「環境主都
松江」

どだいづくり （つづき）

安心・安全を確保するための健康・医
療の充実と都市基盤・社会資本の整備

なかまづくり

「中海・宍道湖・大山圏域」における広域
連携

・国・島根県・近隣自治体と連携の下
災害対策の実効性を向上

・消防団員の処遇改善・団員の確保

原子力災害対策と地域防災力の強化

・「まつえ循環プロジェクト」による
「まつえファーマーズマーケット」を
通じたサステナブルな暮らし提案

持続可能な資源循環型社会の形成

・圏域5市の官民が一体となり、高規格道路の整備に
向けた機運醸成・国への要望活動を展開

高速道路ネットワークの整備に向けた取組強化

消防団による出前講座（R4.11） 岸公園「まつえファーマーズマーケット」（R4.9） 台北市との交流促進覚書（R4.10）

「市役所って、ほんと頼りになる」の実現

台湾・インドなど諸外国との交流促進

・台湾 台北市との交流促進にかかる覚書に基づく
連携政策の実現

・圏域内企業と台湾企業のビジネスマッチング支援

・インド ケララ州「Japan Mela」

への出展支援による県内企業の
海外進出機会創出
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・市公式LINEの運用スタート

・オンラインアンケートの活用による
市民に寄り添う市政の実践


